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事業の目的

事業の概要
１　事業推進体制の整備 

(1) 田んぼの学校推進協議会の運営（市町に設置する事業実施機関）

・関係機関の連絡調整

２　指導者の養成
(1) 学校教員等農業教育指導者研修（事業主体：県）

・学校教師に対する農業理解の促進 

３　総合学習体験プログラム
(1) 米づくり体験校の指定（事業主体：JA石川県中央会）

・田植え､草取り､稲刈り等の作業体験、収穫祭等
（2）農業農村体験校の指定（事業主体：市町）

・地域の果樹、野菜等の栽培体験、収穫祭等
・ビオトープづくり、生き物調査・観察等

  これまでの見直し状況
＜平成１７年度＞
・　指導者等養成事業内容の見直し　県外研修→県内研修
・　地域農産物栽培体験及び森の体験の事業主体の見直し　県→市町
＜平成１８年度＞
・推進協議会事務局の運営の見直し　県農林総合事務所→市町（より地域に密着した事業推進）
＜平成１９年度＞
・事業主体を市町へ移行後も事業の円滑な推進がなされていることから、検討会の開催を終了
・田んぼの学校指導員が目標人数に達したため、指導者養成研修を終了（目標８０人→実績８３人）
・地域農産物栽培体験、農業農村多面的機能体験のメニュー毎の枠組を廃止し、「農業農村体験」に統合
　（２つのメニューの合計額を補助対象経費に変更）→補助金の運用を弾力化
・森林環境税の新事業設立に伴い、森の体験のメニューを当事業から削除
＜平成２０年度＞
・石川県ふるさと水と土保全基金の活用法の弾力化に伴い、事業の財源を一般財源から基金へ移行
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　本事業は、農業や農産物への理解促進と環境に対する豊
かな感性を持つ子どもたちの育成、都市と農山村の共生ひ
いては人間と自然との共生等に寄与する。
　本事業の実施を契機として、中核農家による農業学習体験
交流会やＪＡ青壮年部によるふれあい農業体験など、全県的
に小学生を対象とした農作業体験の取組が広がりつつある。

　県下の小学校において、平成26年度は88校が本事業を活
用した。また、平成26年度までに全校（222校）で農作業体験
が実施されており、そのうち165校が本事業を活用している。
また、年々実施校は増加しており、事業の必要性は高い。
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根拠法令
・計画等

いしかわの食と農業・農村ビジョン
いしかわ田んぼの学校推進プロジェクト実施要領
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   本事業は、農業や農作物への理解促進と環境に対する豊かな感性を持つ子どもを育てていくため
に、田んぼ、水路、ため池などを遊びと学びの場とし、農業・農村が持つ多面的な機能を活用した体
験型の環境教育を実施するものである。

「いしかわ田んぼの学校」の実施支援
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